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 12 月 4 日、安達が卒試勉強会で作成した資料を学生の要望に応じて教務課に提出した。

山田が「現場で働く教員・指導医のための医学教育学プログラム：基礎編」(名古屋大学

FCME)で講師を務めた(Web)。 

 12 月 5 日、山田が「高齢者トータルケアセミナーin 伊佐」(伊佐市医師会/第一三共)で

「神経障害性疼痛と運動器の疼痛機序から考えるロコモへのアプローチ：高齢者の健康寿

命の延伸を目指して」を講演した(Web)。 

 12 月 6 日、明善高校(1 年生 40 名)の施設見学が行われ、山田がプログラム作成と医学部

模擬講義、柏木が模擬講義と微生物学実習、片山が臨床技能体験(トレセン)を担当した。 

 12 月 8 日、山田が第 45 回日本疼痛学会で一般口演「中枢性感作・分類」の座長を担当

した(福島)。 

 12 月 9 日(土)、片山が黒川助教(産科)と母体救命講習会の打合せと準備を行った。 

 12 月 10 日(日)、片山が母体救命講習会のシミュレータ使用を支援した。 

 12 月 11 日、柏木がカリキュラム改訂(数理・データサイエンス・AI 認定関連)の打合せ

に参加した。山田が「現場で働く教員・指導医のための医学教育学プログラム：基礎編」

(名古屋大学 FCME)で講師を務めた(Web)。 

 12 月 12 日、臨床実習の学生に義務づけていた検温入力の終了が第 4学年と第 5学年の

学生に通知された(行動指針は制限の一部が依然として継続中)。 

 12 月 13 日、片山が向井助教(小児科)と小児診療初期対応コースの打合せを行った。 

 12 月 15 日、勤怠管理システム(KUOS)における出張/兼業記録と届出書類の変更について

医学部教職員に通知があった。柏木がカリキュラム改訂(数理関連)の打合せに参加した。

柏木が教育 FD(4 回目、力丸講師)の動画撮影を行った。 

 12 月 19 日、片山が原教授(看護学科)と看護総合演習(4 年生)の打合せを行った。 

 12 月 21 日、厚労省が「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」を公開した(改訂検討会の

座長は内村学長/日本睡眠学会理事長)。教務委員会の広報活動部会から医学教育ニュース

の執筆依頼があり、安達が「医師の心がけ」を寄稿した。柏木が AI ワーキンググループの

報告会に参加した。片山が看護総合演習のシミュレータ使用を支援した。 

 12 月 22 日、第 6学年の激励会(教務委員長、軽食あり)が勉強会室ホールで行われた。

片山が土肥教員(認定看護師教育センター)と来年度特定行為研修の打合せを行った。 

 12 月 25 日、安達/柏木/山田/片山が年末食事会(親睦/融和/勤労の福利厚生)を行った。 

 12 月 26 日、九州北部六大学医学教育連絡会議(九州大学)が開催され(4 年ぶりに対面)、

山田が参加した(福岡)。 

 

＊クリニカルスキル・トレーニングセンターの利用状況 下線は土日祝日 

・臨床実習(医学科 5年)：ロボット手術シミュレータ体験(呼吸器外科) 12/5・12/26 

・臨床実習(医学科 5年)：ロボット手術シミュレータ体験(消化器外科) 12/7・12/12・ 



12/19・12/21・12/26 

・臨床実習(医学科 5年)：外科縫合トレーニング(呼吸器外科) 12/14・12/22 

・臨床実習(医学科 4年/5 年)：シナリオシミュレーション演習(整形外科) 12/5・12/19 

・臨床実習(医学科 4年/5 年)：XR 解剖観察学習(トレセン) 12/5・12/19 

・臨床実習(医学科 4年/5 年)：VR 上部消化管内視鏡体験(消化器内科) 12/15・12/21 

・臨床実習(看護学科 2年)：呼吸音・心音聴診学習(看護学科) 12/4 

・臨床実習(看護学科 2年)：心臓超音波検査/シミュレータ体験(トレセン) 12/4 

・看護総合演習(看護学科 4年)(看護学科) 12/21 

・CV カテ挿入トレーニング(救命医師) 12/4 

・VR 上部/下部消化管内視鏡トレーニング(消化器内科) 12/15・12/21 

・ロボット手術シミュレータ・トレーニング(消化器外科) 12/14・12/19・12/26 

・ACLS 演習(外来看護師) 12/7・12/12 

・救命 ICLS 認定講習会(救命センター) 12/17 

・BLS 演習(病棟看護師) 12/11・12/18・12/22 

・XR 解剖観察学習(病棟看護師/トレセン) 12/13 

・母体救命講習会(日本母体救命システム普及協議会 J-CIMELS) 12/10 

 

文責：安達洋祐 

 


